
２ 平均正答率

３ 平均正答率推移

小学校 中学校

(1) 調査の目的
津市教育委員会及び学校が、学習指導要領で育成を目指す資

質・能力の獲得状況について全国的な状況との関係において自
らの教育及び教育施策の成果と課題を把握し、その改善を図ると
ともに教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立します。
市内のすべての学校が、各児童生徒の学力や学習状況をより客

観的に把握し、児童生徒への教育指導や学習状況の改善等に役立
てます。

(2) 実施日 令和５年４月１８日（火）
(3) 調査実施人数(津市)   小学校第６学年児童 約２,０7０人

中学校第３学年生徒 約２,０2０人
(4) 調査内容 国語、算数・数学、英語、質問紙調査

１ 調査の概要
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４ 各教科 全国より正答率が低い問題やとその対応策について

７⑴ （正答率57.8% 全国差▲2.0 無回答率0.4％） 文と文との関係を正確に読み取ることができるかどうか
⑵ （正答率33.5% 全国差▲1.2 無回答率0.7％） 日常的な話題について、短い文の要点を捉えることができるかどうか

文と文との関係を正確に読み取ることや、短い文章で構成されたまとまりのある英文を読んで、概要を捉えることに課題があると考えられます。
説明文を読んで概要を捉えるためには、段落内の文と文との関係を読み取りながら、各段落の主な内容を捉えることが重要です。
学習指導にあたっては、短い説明文やエッセイ、物語などのまとまりのある英文を読んだ上で、時系列に情報を整理したり、書き手が伝えたいこと

の大まかな内容などを把握したりする活動や、物語文や説明文、会話文などのまとまりのある英文を読む際に、それぞれの情報の関係を示す接続詞に
注目させながら文章の流れを理解したり、キーワードを拾い全体としての内容を数文の英語でまとめて話したり書いたりする活動が考えられます。

参考：国立教育政策研究所 報告書（英語）P３１から３３

小学校 中学校
３二（正答率67.2% 全国差▲3.0 無回答率15.2%）

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しなが
ら、自分の考えをまとめることができるかどうか

【第5・6学年 思考力,表現力,判断力等 A 話すこと・聞くこと】
目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分

の考えをまとめることに課題があると考えられます。
学習指導に当たっては、相手が自分に伝えたいことや、自分が求めている

情報などを明確にして聞くことができるように指導することが重要です。イ
ンタビューをする前に、自分が知りたいことや疑問に思っていることなどを
整理したり、答えを予想したりしておくことも考えられます。その際、イン
タビューの進め方を友達と確認し合いながら吟味していくと効果的です。イ
ンタビューをする際には、自分が知りたい内容に関する言葉を取り上げ、更
に質問しながら理解を深め、話し手の考えと比較しながら自分の考えをまと
めていけるようにすることも大切です。

参考：国立教育政策研究所 報告書（小学校 国語）P５８から６１

３二（正答率38.9% 全国差▲5.0 無回答率11.4%）
文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうか

〔第２学年〕知識及び技能 ⑴ ウ
「押」と誤答している解答が多く見られました。「推し量る」という言葉

になじみがないなど、文脈に即して「おし」の意味を捉えることができず、
同じ訓をもつ「押」と書いたものと考えられます。
学習指導に当たっては、漢字の指導において、字体、字形、音訓、意味や

用法などの知識を習得し、文脈に即して漢字を読んだり書いたりすることが
できるように指導することが大切です。また、文章の中ばかりではなく、
「Ａ話すこと・聞くこと」の学習の中や、他教科等の学習や日常の会話の中
でも漢字の書きについて意識するよう指導することが大切です。さらに、実
際に書く活動を通して、漢字を正しく用いる態度と習慣とを養うことも大切
です。その際、必要に応じて辞書を引くことを習慣付けることが有効です。

参考：国立教育政策研究所 報告書（中学校 国語）P5１

2(4)（正答率14.9% 全国差▲5.9 無回答率3.7%）
高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の

大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうか
【第5学年Ｂ 図形】

「高さが書かれていないため、４の面積を比べることができない」
という誤答が多く、文章や図から必要な情報（高さが等しいこと）を
読み取ることに課題があると考えられます。
授業では、右図のように、図から必要な情報を自ら選び

取る活動を取り入れ、図形の面積を求めるためにどの部分
の長さが必要であるか判断する力の育成をしたり、高さの
具体的な長さが与えられていなくても、等積変形などによって底辺と
高さがそれぞれ等しいときに面積が等しいことを説明する活動を取り
入れ、公式の理解を深めたりすることが大切です。
参考：国立教育政策研究所 報告書（小学校 算数）P47から57

5（正答率39.7% 全国差▲6.4 無回答率10.1%）
累積度数の意味を理解しているかどうか
【第１学年 D データの活用】

「0.1」と誤答している解答が多く、累積度数を相対度数と捉えるなど、
累積度数の意味の理解に課題があると考えられます。
学習指導に当たっては、データの分布の傾向を捉える活動を通して、累

積度数の必要性と意味について理解できるように指導することが大切です。
「この大会で３０秒未満の記録の選手に県大会出場の資格が与えられると
き、何人が県大会に出場できるか」について累積度数を用いて、出場人数
を判断したり、「コマＡとコマＢの二つのコマのうち、より長い時間回る
コマを選ぶ」ための判断の根拠の一つとして代表値や累積度数などの指標
を用いたりする活動を通して知識を定着させることが有効です。

参考：国立教育政策研究所 報告書（中学校 数学）P30から32

「漢字の書き」は、小学校でも
全国より正答率が低い結果とな
りました。書き取り中心の学習
からの転換が求められます。



５ 児童生徒質問紙について

(1)学習の理解度等 (３)ICTを活用した学習状況

※数値は肯定的回答の割合

上記質問に肯定的な回答をした児童生徒ほど、正答率が高い傾向に
あります。児童生徒一人一人が学ぶ楽しさ・わかる喜びを実感し、基
礎的・基本的な知識・技能の定着や、思考力・判断力・表現力等の育
成が図られるよう、各校においてPDCAサイクルを確立しましょう。

ICT機器の使用頻度を答える質問では、小・中学校ともに肯定的な回答
をする児童生徒の割合が全国を大きく上回りました。ICT機器の効果的な
活用に関する質問に関しても、肯定的回答の割合が高くなっています。
学校全体で授業改善の方向性を共通認識し、多くの学校が取組を進めて
いることがわかります。今後も、より一層ICT機器の効果的な活用につい
て考えましょう。

※「★」は昨年度にはなかった質問

(４) 学習習慣・読書習慣

家庭での学習時間及び読書の習慣と正答率との間には、相関関係が
みられました。
児童生徒一斉に同じ課題を提示し宿題として取り組ませることに加

え、発達段階に応じて、児童生徒に自らの学習状況を分析させ、計画
的に家庭学習に取り組ませるなど、指導を工夫することが重要です。
また、授業と関連した本を教室に置いたり、図書館司書と連携し学校
図書館の利用を促進したりするなど、児童生徒が本と出会う機会を計
画的に設けましょう。

(２)幸福感、自己有用感等

12学校に行くのは楽しいと思いますか。
15 普段の生活の中で、幸せな気持ちに
なることはどれくらいありますか（★）

「学校に行くのは楽しいと思いますか」「普段の生活の中で、幸せ
な気持ちになることはどれくらいありますか」について肯定的に回答
している児童生徒は正答率が高い傾向にあることがわかりました。
「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に加え、児童生
徒一人一人を大切にした学級経営等も重要となります。

教育とウェルビーイング

ウェルビーイングとは、身体的・精神的・社会的に良い状態にあるこ

とです。これまでも、「自己肯定感」「自己実現」等について児童生徒

質問紙において調査分析されてきましたが、今年度は新たに、「友達関

係に満足していますか」「普段の生活の中で、幸せな気持ちになること

はどれくらいありますか」（幸福感）、「地域や社会をよくするために

何かしてみたいと思いますか」（社会貢献意識）等のウェルビーイング

の要素と関わる質問が追加されました。

ポイント



全国学調やみえスタを活用したPDCAサイクルを確立し、子どもたちの
「つまずき」が「できるようになる」ように取組を進めましょう。

どれだけ
「できるよう
になったか」

を確認

６ 主体的な学習・対話的な学習

７ 今後の改善方策について

(2) 学校質問紙の結果(1) 児童生徒質問紙の結果

(2) 理解と定着に向けたPDCAサイクルの確立

各教科の分析は、国立教育政策研究所が作成している報告書が拠り所と
なります。報告書には、調査の概要や調査の結果、各問題の分析結果と課
題、授業アイディア例が掲載されています。調査結果から自校の成果と課
題を把握し、授業改善に役立てましょう。下記QRコードから報告書掲載の
サイトにアクセスできます。

(1) 自校の分析について

授業アイディア例

全国学調
みえスタ
実施

(Check)

結果から
実態把握
分析

(Action)

目標及び
具体的取組

計画
(Plan)

学校全体で
取組の実施

（Do）

子どもたちの
「つまずき」
を学校全体
で共有

「つまずき」
から考えられ
る目標・取組

を計画

「できる」
ようになる
取組を学校
全体で進める

主体的な学習

対話的な学習

主体的な学習

対話的な学習

昨年度から、市内全校にて重点的に取り組んでいる項目です。
学校質問紙において肯定的な回答をしている学校では、児童生徒質問紙においても肯定的な回答をしている傾向がみられました。また、肯定的な回答

が多い学校では、主体的・対話的な学習の実現に向け、学校全体で取り組んでいることがわかりました。ある学校では、校長先生が授業を見て回り授業
者に還元したり、校内研修会等で目指す授業のあり方を共有したりする等、日々の授業改善を行っています。


